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介護保険事業計画（第５期）

施
策
の
方
向

●施策の体系●　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
心
身
の

状
態
に
応
じ
て
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
健
康
」
で
、
地
域
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も
に
就
労
等
の
機
会
を
提
供
す
る
中
で

「
生
き
が
い
」
を
持
ち
、
た
と
え
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
適
切

で
効
果
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
「
安
心
」
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
の
各
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
３
か
年
を

　
　
　
　
　
　
　
第
５
期
事
業
計
画
期
間
と
し
ま
す
。　

26

24

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
、
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
い
て
継
続
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、「
医
療
」「
介

護
」「
予
防
」「
住
ま
い
」「
生

活
支
援
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
化
し
て
提
供
し
て
い
く
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
へ
の

対
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
地
域

社
会
に
お
い
て
、
健
や
か
に
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
韮
崎
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

５
期
）」と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

《基本理念》

《
基
本
的
視
点
》

《
施
策
の
方
向
》

「
健
康
」に

　
　
暮
ら
す

健
康
づ
く
り
・

　
介
護
予
防
の
促
進

　
　
　

高
齢
者
の

　
生
き
が
い
づ
く
り

地
域
包
括

　
ケ
ア
体
制
の
充
実

介
護
保
険
制
度
の
運
営

「
生
き
が
い
」を

持
っ
て
暮
ら
す

「
安
心
」し
て

　
　
暮
ら
す

誰もが安心して暮らせるまちづくり
みんなで支えあい健康で
いきいきとした暮らしを住みなれた地域で

■介護保険は支え合いの制度です！！

65 歳以上の皆さんへ　介護保険料のご案内

■介護保険料は所得に応じて決まります

●あなたの保険料（年額）を
　　　　　　　　確認してみましょう！

　介護保険制度は、老後における最も大きな不安となる介護の問題を、それぞれ皆で負担し支え合いながら、必
要な介護サービスを提供する制度として、平成１２年４月１日からスタートしました。
　介護保険のサービスを利用したときは、かかった費用の原則１割を利用者が負担し、残りの９割は介護保険か
ら支払われますが、その財源は、４０歳以上の方が納める保険料と公費で半分ずつ負担されています。このうち、
４０歳～６４歳の方が納める保険料が全体の２９％を、６５歳以上の方が納める保険料が全体の２１％をそれぞれ
負担して支える仕組みになっています。
　本市においても、平成２４年度から２６年度の３か年の中で必要になる介護給付サービスの見込量等を推計し、
６５歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を改定しました。
　第５期事業計画においては、介護保険料は総体が増額になりますが、「地域の皆で支え合う」という制度の趣
旨をご理解いただけますようお願いします。

（介護保険の財源）

国

２５.０％

県

１２.５％

市

１２.５％
４０歳～６４歳の
方の保険料

６５歳以上の
方の保険料

５０％ ２９％ ２１％ 

この分を 65歳以上の皆さんで負担します

公　　費 介護保険料

生活保護を受給している

住民税を納めている（本人が住民税課税）

同じ世帯に住民税を納めている人がいる

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい いいえ

いいえ

いいえ

老齢福祉年金を受給している 本人の前年の合計
所得金額＋公的年金
等収入金額の合計が
80 万円以下

第１段階

30,400 円

第 2段階

30,400 円

第 3段階

45,600 円

第 4段階

60,800 円

第 5段階

76,000 円

第 6段階

91,200 円

第 7段階

106,400 円

第３段階
軽減対象者

42,600 円

第 4段階
軽減対象者

57,800 円

( 参考 ) 平成 23 年度の介護保険料　　※第５段階、第６段階は、合計所得がそれぞれ 200 万円未満、200 万～ 500 万円未満で算出。

20,300 円 20,300 円 30,400 円 38,500 円 40,500 円 50,600 円 60,700 円 70,800 円

前年の合計所得金額が

○190 万円未満
　　○190 万～500 万円未満
　　　　　　○500 万円以上

1
2

3
前年の合計所得金額と公的年金
　　等の収入金額の合計が
○80万円以下
　○80万円を超え、120万円以下
　　　　　　　　　　○その他

1
2

3

○1 ○2 ○3○1 ○2 ○3

計
画
の
趣
旨
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1
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
促
進

　
誰
も
が
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
第
１
次
韮

崎
市
健
康
増
進
計
画
」
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
各
種
健
診
の
実
施

・
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

・
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

・
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

・
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事
業

・
通
所
型
介
護
予
防
事
業
の
実
施

・
訪
問
型
介
護
予
防
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
促
進

・
高
齢
者
等
心
配
事
相
談
事
業

・
地
域
住
民
の
定
期
訪
問

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業 
　な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
健
康
づ
く
り
・
生
活
習
慣
病

　
　
予
防
の
推
進

２
．
介
護
予
防
事
業
の
推
進

2
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り

　
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持

つ
こ
と
は
、
健
康
状
態
の
維
持
や
介
護
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係

団
体
へ
の
支
援
や
活
動
の
場
の
整
備
、
本

市
が
主
催
す
る
事
業
等
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
期
を
迎

え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
多
様
な
価
値
観
に

対
応
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
経
験
や
能
力
が

地
域
の
中
で
活
用
さ
れ
、
高
齢
者
自
身

も
い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

１
．
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
　
の
支
援

２
．
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

３
．
社
会
参
加
の
取
り
組
み
の
充
実

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
包
括
的
、
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

　ト
事
業

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

・
認
知
症
の
予
防

・
地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制
の
整
備

・
家
族
介
護
教
室

・
高
齢
者
の
虐
待
の
防
止
及
び
早
期
発
見

・
高
齢
者
へ
の
防
災
対
策

　
　
　な
ど

3

4

地
域
包
括
ケ
ア

体
制
の
充
実

　
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い

て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
支

援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る
支
援
、

緊
急
時
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
施
策
を
充
実
さ
せ
、
こ
れ
ら

の
支
援
体
制
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、

各
種
関
係
機
関
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

が
お
互
い
に
連
携
の
強
化
を
図
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

１
．
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
機
能
の
充
実

２
．
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

３
．
認
知
症
高
齢
者
支
援
の
充
実

４
．
家
族
介
護
者
支
援
の
充
実

５
．
高
齢
者
の
尊
厳
へ
の
配
慮
と
安
全

　
　
・
安
心
な
生
活
環
境
の
確
保

６
．
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
地

　
　
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
住
宅
改
修

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

介
護
保
険
制
度
の

運
営

　
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確

保
し
、
利
用
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
向
上
や
自
立
支
援
に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
要
支
援
・
要
介
護
認

定
や
保
険
給
付
に
努
め
、
利
用
者
の
状

態
に
応
じ
て
自
立
支
援
に
向
け
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
事
業
者
の

支
援
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

１
．
居
宅
サ
ー
ビ
ス

２
．
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

３
．
施
設
サ
ー
ビ
ス

４
．
適
切
な
介
護
保
険
制
度
の
運
営

５
．
介
護
保
険
事
業
費
の
算
出

６
．
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

　
　
の
算
出

　平成 23 年度より『韮崎市徘徊 SOS ネットワーク』を立ち上げ、関係機
関の協力のもと徘徊行為に対し、認知症高齢者の安全と、そのご家族等介
護者の安心した暮らしを守るための取り組みを行っています。
　皆さまに活動を知っていただけるよう作成したステッカーです。

～地域ほっとライン～

地域包括ケアの考え方　

　介護だけでなく、医療、生活支援などの様々なサービスと地域の力を合わせて、高齢者が安心して生活してい
けるように取り組みが進められています。
　今後も増加が見込まれる高齢者の生活を地域で支えるためには、必ずしも介護保険の保険給付だけでは十分
ではないことから、医療や予防、生活支援策を連携していくことが大切になっています。
　地域包括ケアとは、高齢者の住まいが提供され、生活上の安全・安心・健康を確保するために、独居や夫
婦二人暮らしの高齢者世帯などに対する緊急通報システムの構築、見守りや配食など生活支援サービスの提供、
できるだけ介護を必要とする状態にならないための介護予防の推進、また在宅での生活を支えるための医療や、
要介護状態になっても必要な介護サービスを提供できるよう、５つを一本化して提供していくという考え方です。

●医療と介護との連携強化
・一定の医療ニーズや認知症のある高齢者であっても、地域包括支援センターが介護サービスと医療
　的ケアをつなぐことで、在宅で暮らせるような支援を行う
●予防の推進
・要介護状態になることを可能な限り予防する観点から、要支援者に対するケアマネジメントを行う
●生活支援（見守り、配食、生活支援サービスの確保や権利擁護）
・民生委員を中心とする地域住民の協力を得ながら、高齢者の体系的な見守り体制を一層充実させる
・高齢者の権利擁護、総合相談など、高齢者が安心して生活していけるよう支援していく
●住まい
・日常生活や介護に不安を抱く「高齢単身・夫婦のみ世帯」が、住み慣れた地域で、安心して暮ら
　すことができるよう介護保険と連携して、高齢期になっても住み続けることのできる住まいの整備
　を進める

　本市でも地域包括ケアシステムの中核組織として、韮崎市地域包括支援センターが活動しています。
　今後も各種関係機関や地域におけるネットワーク等、公的サービスと地域の力の連携の強化を図り、個々の実
情に即した切れ目ないサービス提供に努めます。

取組みの概要

地域包括ケアのイメージ図
・訪問看護
・訪問介護
・ショートステイ等

・かかりつけ医
・在宅療養支援診療等

・健康診断・保健指導
・健康増進等

・見守り　・声かけ
・配食　・緊急通報
・高齢者の権利擁護等

・サービス付き高齢者向け
　住宅の整備等

介護

生活支援 医療

住まい 予防
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1
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
の
促
進

　
誰
も
が
い
き
い
き
と
し
た
高
齢
期
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
第
１
次
韮

崎
市
健
康
増
進
計
画
」
と
の
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
高
齢
者
が
健
康
を
維
持
し
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
支
援
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
各
種
健
診
の
実
施

・
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク

・
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

・
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

・
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事
業

・
通
所
型
介
護
予
防
事
業
の
実
施

・
訪
問
型
介
護
予
防
事
業
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
促
進

・
高
齢
者
等
心
配
事
相
談
事
業

・
地
域
住
民
の
定
期
訪
問

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業 

　な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
健
康
づ
く
り
・
生
活
習
慣
病

　
　
予
防
の
推
進

２
．
介
護
予
防
事
業
の
推
進

2
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り

　
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
を
持

つ
こ
と
は
、
健
康
状
態
の
維
持
や
介
護
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係

団
体
へ
の
支
援
や
活
動
の
場
の
整
備
、
本

市
が
主
催
す
る
事
業
等
を
通
じ
て
、
生

き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
き
っ
か
け

を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
高
齢
期
を
迎

え
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
多
様
な
価
値
観
に

対
応
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
経
験
や
能
力
が

地
域
の
中
で
活
用
さ
れ
、
高
齢
者
自
身

も
い
き
い
き
と
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

１
．
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
　
の
支
援

２
．
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

３
．
社
会
参
加
の
取
り
組
み
の
充
実

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
包
括
的
、
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

　ト
事
業

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

・
認
知
症
の
予
防

・
地
域
に
お
け
る
見
守
り
体
制
の
整
備

・
家
族
介
護
教
室

・
高
齢
者
の
虐
待
の
防
止
及
び
早
期
発
見

・
高
齢
者
へ
の
防
災
対
策

　
　
　な
ど

3

4

地
域
包
括
ケ
ア

体
制
の
充
実

　
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い

て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
支

援
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
に
お
け
る
支
援
、

緊
急
時
の
支
援
な
ど
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
支
援
施
策
を
充
実
さ
せ
、
こ
れ
ら

の
支
援
体
制
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、

各
種
関
係
機
関
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

が
お
互
い
に
連
携
の
強
化
を
図
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

１
．
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
機
能
の
充
実

２
．
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実

３
．
認
知
症
高
齢
者
支
援
の
充
実

４
．
家
族
介
護
者
支
援
の
充
実

５
．
高
齢
者
の
尊
厳
へ
の
配
慮
と
安
全

　
　
・
安
心
な
生
活
環
境
の
確
保

６
．
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
地

　
　
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
住
宅
改
修

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　な
ど

介
護
保
険
制
度
の

運
営

　
介
護
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確

保
し
、
利
用
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
向
上
や
自
立
支
援
に
向
け
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
適
正
な
要
支
援
・
要
介
護
認

定
や
保
険
給
付
に
努
め
、
利
用
者
の
状

態
に
応
じ
て
自
立
支
援
に
向
け
た
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
事
業
者
の

支
援
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

１
．
居
宅
サ
ー
ビ
ス

２
．
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

３
．
施
設
サ
ー
ビ
ス

４
．
適
切
な
介
護
保
険
制
度
の
運
営

５
．
介
護
保
険
事
業
費
の
算
出

６
．
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

　
　
の
算
出

　平成 23 年度より『韮崎市徘徊 SOS ネットワーク』を立ち上げ、関係機
関の協力のもと徘徊行為に対し、認知症高齢者の安全と、そのご家族等介
護者の安心した暮らしを守るための取り組みを行っています。
　皆さまに活動を知っていただけるよう作成したステッカーです。

～地域ほっとライン～

地域包括ケアの考え方　

　介護だけでなく、医療、生活支援などの様々なサービスと地域の力を合わせて、高齢者が安心して生活してい
けるように取り組みが進められています。
　今後も増加が見込まれる高齢者の生活を地域で支えるためには、必ずしも介護保険の保険給付だけでは十分
ではないことから、医療や予防、生活支援策を連携していくことが大切になっています。
　地域包括ケアとは、高齢者の住まいが提供され、生活上の安全・安心・健康を確保するために、独居や夫
婦二人暮らしの高齢者世帯などに対する緊急通報システムの構築、見守りや配食など生活支援サービスの提供、
できるだけ介護を必要とする状態にならないための介護予防の推進、また在宅での生活を支えるための医療や、
要介護状態になっても必要な介護サービスを提供できるよう、５つを一本化して提供していくという考え方です。

●医療と介護との連携強化
・一定の医療ニーズや認知症のある高齢者であっても、地域包括支援センターが介護サービスと医療
　的ケアをつなぐことで、在宅で暮らせるような支援を行う
●予防の推進
・要介護状態になることを可能な限り予防する観点から、要支援者に対するケアマネジメントを行う
●生活支援（見守り、配食、生活支援サービスの確保や権利擁護）
・民生委員を中心とする地域住民の協力を得ながら、高齢者の体系的な見守り体制を一層充実させる
・高齢者の権利擁護、総合相談など、高齢者が安心して生活していけるよう支援していく
●住まい
・日常生活や介護に不安を抱く「高齢単身・夫婦のみ世帯」が、住み慣れた地域で、安心して暮ら
　すことができるよう介護保険と連携して、高齢期になっても住み続けることのできる住まいの整備
　を進める

　本市でも地域包括ケアシステムの中核組織として、韮崎市地域包括支援センターが活動しています。
　今後も各種関係機関や地域におけるネットワーク等、公的サービスと地域の力の連携の強化を図り、個々の実
情に即した切れ目ないサービス提供に努めます。

取組みの概要

地域包括ケアのイメージ図
・訪問看護
・訪問介護
・ショートステイ等

・かかりつけ医
・在宅療養支援診療等

・健康診断・保健指導
・健康増進等

・見守り　・声かけ
・配食　・緊急通報
・高齢者の権利擁護等

・サービス付き高齢者向け
　住宅の整備等

介護

生活支援 医療

住まい 予防
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韮崎市高齢者福祉計画・
介護保険事業計画（第５期）

施
策
の
方
向

●施策の体系●　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
心
身
の

状
態
に
応
じ
て
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
健
康
」
で
、
地
域
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
と
と
も
に
就
労
等
の
機
会
を
提
供
す
る
中
で

「
生
き
が
い
」
を
持
ち
、
た
と
え
支
援
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
適
切

で
効
果
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
「
安
心
」
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
の
各
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間

平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
３
か
年
を

　
　
　
　
　
　
　
第
５
期
事
業
計
画
期
間
と
し
ま
す
。　

26

24

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
、
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
い
て
継
続
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、「
医
療
」「
介

護
」「
予
防
」「
住
ま
い
」「
生

活
支
援
」
の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
化
し
て
提
供
し
て
い
く
「
地

域
包
括
ケ
ア
」
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化
へ
の

対
策
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
地
域

社
会
に
お
い
て
、
健
や
か
に
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
韮
崎
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第

５
期
）」と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

《基本理念》

《
基
本
的
視
点
》

《
施
策
の
方
向
》

「
健
康
」に

　
　
暮
ら
す

健
康
づ
く
り
・

　
介
護
予
防
の
促
進

　
　
　

高
齢
者
の

　
生
き
が
い
づ
く
り

地
域
包
括

　
ケ
ア
体
制
の
充
実

介
護
保
険
制
度
の
運
営

「
生
き
が
い
」を

持
っ
て
暮
ら
す

「
安
心
」し
て

　
　
暮
ら
す

誰もが安心して暮らせるまちづくり
みんなで支えあい健康で
いきいきとした暮らしを住みなれた地域で

■介護保険は支え合いの制度です！！

65 歳以上の皆さんへ　介護保険料のご案内

■介護保険料は所得に応じて決まります

●あなたの保険料（年額）を
　　　　　　　　確認してみましょう！

　介護保険制度は、老後における最も大きな不安となる介護の問題を、それぞれ皆で負担し支え合いながら、必
要な介護サービスを提供する制度として、平成１２年４月１日からスタートしました。
　介護保険のサービスを利用したときは、かかった費用の原則１割を利用者が負担し、残りの９割は介護保険か
ら支払われますが、その財源は、４０歳以上の方が納める保険料と公費で半分ずつ負担されています。このうち、
４０歳～６４歳の方が納める保険料が全体の２９％を、６５歳以上の方が納める保険料が全体の２１％をそれぞれ
負担して支える仕組みになっています。
　本市においても、平成２４年度から２６年度の３か年の中で必要になる介護給付サービスの見込量等を推計し、
６５歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料を改定しました。
　第５期事業計画においては、介護保険料は総体が増額になりますが、「地域の皆で支え合う」という制度の趣
旨をご理解いただけますようお願いします。

（介護保険の財源）

国

２５.０％

県

１２.５％

市

１２.５％
４０歳～６４歳の
方の保険料

６５歳以上の
方の保険料

５０％ ２９％ ２１％ 

この分を 65歳以上の皆さんで負担します

公　　費 介護保険料

生活保護を受給している

住民税を納めている（本人が住民税課税）

同じ世帯に住民税を納めている人がいる

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい いいえ

いいえ

いいえ

老齢福祉年金を受給している 本人の前年の合計
所得金額＋公的年金
等収入金額の合計が
80 万円以下

第１段階

30,400 円

第 2段階

30,400 円

第 3段階

45,600 円

第 4段階

60,800 円

第 5段階

76,000 円

第 6段階

91,200 円

第 7段階

106,400 円

第３段階
軽減対象者

42,600 円

第 4段階
軽減対象者

57,800 円

( 参考 ) 平成 23 年度の介護保険料　　※第５段階、第６段階は、合計所得がそれぞれ 200 万円未満、200 万～ 500 万円未満で算出。

20,300 円 20,300 円 30,400 円 38,500 円 40,500 円 50,600 円 60,700 円 70,800 円

前年の合計所得金額が

○190 万円未満
　　○190 万～500 万円未満
　　　　　　○500 万円以上

1
2

3
前年の合計所得金額と公的年金
　　等の収入金額の合計が
○80万円以下
　○80万円を超え、120万円以下
　　　　　　　　　　○その他

1
2

3

○1 ○2 ○3○1 ○2 ○3

計
画
の
趣
旨


